
7 月 6 日に英語科の授業公開がありました。市教委や他校の先生から、1 年 2 組と 2 年 1 組、3 年

2 組の英語の授業を見ていただきました。また、7 月 8 日には、市教委の指導主事を招き、４限に、

1 年 1 組の技術、2 年 2 組の部落問題学習、人権教育、3 年 3 組の美術、５限に、2 年 1 組の数学を

見ていただきました。そして、7 月 13 日には、数学の授業公開で、県立教育センターの指導主事か

ら、1 年 2 組と 2 年 1 組の授業を見ていただきました。6 月から 7 月は、部活動の大会やコンクール

シーズンで、生徒は忙しいのですが、授業にも一生懸命頑張っています。職員も、よりよい授業をす

るために研修を積んでいます。 

【英語科授業公開の様子】 

 

【市教委訪問数学の様子】          【努力の後には、きっと虹が…】 

 

 

 

 6 月 29 日(火)から 7月 1 日(木)に、生活委員と総務 

委員が中心となり、有志が加わって「あいさつキャン 

ペーン隊」を組織し、出身小学校で、朝のあいさつ運 

動を行ってきました。小学生の見本となるようなあい 

さつができていたでしょうか。これからも、小学校と 

連携しつつ、あいさつへの意識を高めていきます。夏 

季休業中は地域で過ごす時間が多くなります。ご家庭 

や地域でもさわやかなあいさつができる頸城中生であ 

りたいものです。 

 

 

 

昨年度実施できなかった上越地区大会が６月１５日（火）・１６（水）

の陸上競技を皮切りに、他競技も２１日（月）・２５日（金）・２６日

（土）と行われました。また、全国大会や北信越大会につながる通信

陸上が７月２日（金）・３日（土）に行われました。素晴らしい成果を

上げた部活動もあったでしょうし、満足できる結果があげられなかっ

た部活動もあったことと思います。どの部も勝ちたいと思ってやって

いるはずです。それは頸城中生徒だけでなく、全ての中学校の生徒も

同じだと思います。勿論、勝つことも大事でしょうが、もっと大事な

ことがあるように思います。ある学校の校長が卓球会場で「本部席の

前を通るときに挨拶していくのは、頸城中の生徒だけだ」と私に話を

してくれました。陸上会場では幅跳びの試技が終了した後、ピットに

向かい深々と感謝の挨拶をしていた頸城中生徒がいました。勝っても

態度が悪く、周囲を不快にする選手がいる中、頸城中生徒の態度はど

の学校にも誇れるものでした。私はすがすがしい気持ちになりました。 

 

今、この原稿を書いているときに、４年に一度のサッカーヨーロッパ選手権が行われています。ヨ

ーロッパで一番強い国を決める大会です。ワールドカップサッカーよりも全体的なレベルは高いと

も言われています。この大会でも活躍する選手がいた一方、期待されながら活躍できなかった選手も

たくさんいます。活躍できなかったことや負けたことをチームメートや監督のせいにする選手、選手

のせいにする監督、審判のせいにする選手や監督、反則もされてないのに反則されたように振る舞う

選手など様々情報がマスコミだけではなくネットなどにも流れました。彼らの心の状態はどうだっ

たのでしょうか？ 

 先日の全校集会でこんな話をしました。最近、「何かあると他人のせいにする」「家族や先生に対し

て正しい言葉を使えない」「政府の政策や方針に従わないくせに、政府はダメだと言っている」「注意

をされてもやめようとしないどころか、注意する人に逆ギレする」人たちが全国にいます。このよう

な人々の心はどのようになっているのでしょう。このあとコップを使って実験をします。（実演）コ

ップが上向きになっていると水が入ります。コップを下向きにすると、水がたまらずにすぐにこぼれ

てしまします。水が指示や注意されたこと、学習の知識や技能だとすると、コップはそれを受け入れ

ようとする、頭や心だと思います。コップが上を向いているか、下を向いているかは自分自身の問題

です。コップが上を向いている人は、心がスポンジのように水を吸収しようとする素直さをもってい

るので様々な知識や技能を身に付けていくことでしょう。周囲の人からさらに新たなことをたくさ

ん学ぶことができるでしょう。心のコップが下を向いている人は、他の言っていることを受け入れる

状態になっていないので、「あの子に言っても無駄だ」「あの子はどうせ聞いてくれない」などという

ことになり、自分自身が損をすることになります。いつでも心のコップを上向きにしていたいもので
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す。 

 ヨーロッパ-選手権を見ていると、あのレベルになると選手個々の力量はそれほど違わないように

感じます。サッカーを誰よりも愛し、あきらめずにひたむきにボールを追っているかが大事なのでは

ないでしょうか。つまり心のコップが上を向いている選手なのか、下を向いている選手なのかが大事

なのだと感じました。頸城中の生徒の心のコップは上を向いていますか？下を向いていますか？学

校でも家庭でも見守っていきたいものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

頸城中生のやさしさ～ある方の手紙より～ 

 ６月、ある方から校長あてに手紙が届きました。その方は、催し物があり、希望館に行こうとした

ところ、土地勘がないため、頸城中に来てしまったそうです。困っていたときに、下校中の頸城中生

が、その方に希望館の場所を教え、希望館まで走って案内してくれた生徒がいました。その優しい心

をもつ頸城中生の行動に感激し、校長あてにお礼の手紙を書いたとのことでした。 

 校長が昼の放送で全校生徒に紹介しましたが、頸城中学校には、このような心優しい生徒がたくさ

んいます。校内でも、いろいろな準備や後片付けを、自分から手伝おうとする姿が見られます。校内

のよいことを学校だよりで紹介していきますが、もし、地域で、頸城中生のよい行動がございました

ら、教えていただいたいと思います（頸城中 ５３０－２４０５）。 

交通事故 

水の事故 

ゲームやネット 

 

 
 昨年度は、新型コロナウイルス感染症の影響で、地区大会や県大会などが中止となりました。今年

度は、コロナ対策を講じた上で行われました。保護者の皆様や役員の方々のご尽力に感謝し、今まで

培った技術や精神力を思い切り発揮する場となりました。また、各種検定にも積極的に挑戦する姿が

見られました。合格した人も、惜しかった人も、日常の勉強や部活動で忙しい中、挑戦したこと自体

が貴重な経験です。挑戦した人全員が「前へ」を体現したのだと思います。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6/15･16  地区陸上大会  

男子共通走高跳 6 位 大島蓮さん 1ｍ60 

男子共通走幅跳 2 位 池田翔太さん 5m84  

 

6/16･21・25･26  地区各種大会 

 

決勝トーナメント 1 回戦 対新井中 2-3 惜敗 

男子シングルス３年 優勝 水澤拓海さん 

 

【地区卓球大会の様子】 

１回戦 対名立中 2-5 惜敗 

 
【地区野球大会の様子】 

予選グループ 1 位

県大会進出決定戦 対鏡が沖 0-3 惜敗

 

決勝トーナメント 

1 回戦 対城東 2-0 勝利 

2 回戦 対鏡が沖 0-2 惜敗 

決勝トーナメント 

 1 回戦 対城北 3-1 勝利 

  準決勝 対春日 2-0 勝利 

 決勝 対直江津 2-2（PK2-4）で惜敗 準優勝

【地区サッカー大会の様子】 

女子 3 位 美濃川真桜さん 

 

7/2･3  県通信陸上大会  

男子共通走高跳 太田吏基、大島蓮 出場 

男子共通走高跳 池田翔太 出場 

女子 2 年 100m 木口愛華 出場 

 

漢字検定 合格 11 名合格 

準２級 2 名  ３級 1 名 

４級 2 名  ５級 6 名 

 

英語検定 合格 15 名合格  

準２級 1 名  ３級 4 名 

４級 6 名  ５級 4 名 

頸城中生徒の活躍 ～部活(地区個人は入賞のみ)・検定～ 


